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と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
と

し
て
山
口
天
草
支
所
長
、
椎
木
総
務
市
民
課
長

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
山
口
天
草
支
所
長
か
ら

は
、
「
下
田
南
地
区
振
興
会
の
活
発
な
活
動
に

対
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
小
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
は
下
田
南
地
区
に
は
重
い
決
断
を

い
た
だ
い
た
。
天
草
ふ
る
さ
と
家
族
便
、
天
草

ブ
ル
ー
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
は
同
様
の
取
り

組
み
を
天
草
全
体
に
広
げ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
平
成
23
年
度
の
機
構
改
革
に
よ
り
、

支
所
は
総
務
市
民
課
の
設
置
、
天
草
分
室
の
廃

止
（
南
部
分
室
へ
）
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
づ
く
り
が
楽

し
く
、
負
担
の
な
い
よ
う
に
、
益
々
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。（
一
部
省
略
）
」

と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

平
成
２３
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域

が
益
々
、
住
み
よ
い
健
全
で
豊
か
な
活
気
の
あ
る

地
区
と
な
る
よ
う
、
地
区
民
一
致
団
結
し
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
も
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 
 

 
 

 

  

                              

                              

                              

                            
 

 

■発行 第２２号■ 

【発行責任者】 

下田南地区振興会 

副会長 中村敬司   

    宇土真紀子 

【連絡先】 

下田南公民館 

４２－3612 

を
提
案
し
、
４６
名
（
内
委
任
状
１３
名
）
の

運
営
委
員
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
上
野

会
長
か
ら
は
、
「
平
成
22
年
度
も
た
く
さ
ん

の
事
業
が
あ
っ
た
が
、
運
営
委
員
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
無
事
に
実
施
で
き
ま
し
た
。
新

規
事
業
と
し
て
は
老
人
会
の
サ
ロ
ン
、
夏
の

韓
国
文
化
交
流
と
１
月
の
踊
り
愛
好
会
メ
ン

バ
ー
訪
韓
な
ど
。
天
草
ふ
る
さ
と
家
族
便
、

天
草
ブ
ル
ー
ガ
ー
デ
ン
、
堆
肥
作
り
を
組
み

合
わ
せ
て
地
域
振
興
に
役
立
て
て
い
き
た
い

と
思
う
が
、
利
益
を
上
げ
る
ま
で
に
は
な
お

一
層
の
努
力
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
」

 
４
月
１３
日
（
水
）
、

下
田
南
公
民
館
で
平

成
２３

年
度
下
田
南

地
区
振
興
会
運
営
委

員
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
平
成
２２
年

度
の
事
業
経
過
及
び

決
算
報
告
、
平
成
２３

年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
案
な
ど
２
議
案

真剣な眼差しで資料に目を通す、運営委員の皆
さん。２議案が拍手にて承認されました。 

※行事の日付は、確定ではなく未定のものも有ります。 

７
月
２１
日
～
８
月
31
日 

 
 

 

ラ
ジ
オ
体
操
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

８
月
１
・
３
・
５
日   

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

８
月
７
日  

 
 

街
路
竹
と
う
ろ
う
事
業 

８
月
１３
～
１５
日 

竹
と
う
ろ
う
設
置
期
間 

８
月
２１
日 

 
 

 

P

T

A
廃
品
回
収 

９
月
１１
日 

 
   

敬
老
会 

９
月
１６
日 

 
 

 

運
動
会
前
除
草
作
業 

９
月
１８
日 

 
 

 

十
五
社
宮
例
大
祭 

９
月
２５
日 

 
   

総
合
運
動
会 

１０
月
9
日 

 
 

 

ク
リ
ー
ン
作
戦 

※
中
央
区
は
１０
月
２
日
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施 

１０
月
１０
日 

 
 

 

球
技
大
会 

昨
年
度
、
実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業
の
ひ

と
つ
に
、 

年
度
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
事
業
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
各
種
団
体
（
振
興

会
、
南
小
、
南
小
PTA
、
妙
見
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
）
の
年
度
行
事
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
便

利
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
事
業
で
す
。
皆
さ
ん

へ
の
提
供
が
少
々
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
来

年
３
月
ま
で
の
行
事
が
予
定
と
し
て
網
羅

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
目
に
届
き
や
す
い
場
所

に
掲
げ
て
い
た
だ
き
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
で
は
、
新
た

に
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
い
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
（
募
集
要
項
は
、
６
月
１
日

の
チ
ラ
シ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

４月の異動辞令で下田南小学校の校
長先生として就任されました、小出校
長先生にもご挨拶を賜りました。 



の苗を植え付けです。オレンジの花をつけ、真っ直ぐに立

つマリーゴールド。やさしく風に揺れるピンク、白、紫の

ペチュニア。まだつぼみのままで、はずかしげに微笑むポ

ーチュラカ。花々の見事なコントラストに心が和みます。

今回は、南小の全児童と先生方、そして妙見老人クラブの

方々の多数のご協力もあり、作業は予定より短時間で終了

しました。土おこしから水やりまで、子どもたちはきびき

びと上手に手伝ってくれました。老人クラブの方々には、

花づくりのノウハウにお知恵を拝借。貴重な体験をさせて

いただきました。皆さま大変お疲れ様でした。【白石宣子】 

小耳メモ…巷で評判の南の堆肥。人気のわけは、１袋10㎏で寄付額200円にある？最近は南地区以外からの需要が多いとか。南地区の皆さん、お求めください！ 
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５
月
２１
日
（
土
）
、
下
田
南
小
学
校
体
育

館
で
下
田
南
地
区
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
も
、
４
チ
ー
ム
に
よ
る
総
当

た
り
方
式
（
１
試
合
１０
分
間
の
時
間
制
限
）

で
行
い
、
残
り
時
間
を
意
識
し
な
が
ら
の
点
取

り
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
老
若
男
女
全
員
が

奮
闘
し
た
、
白
熱
し
た
見
応
え
の
あ
る
試
合
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
は
お
楽
し
み
抽
選
会
を
実

施
し
、
総
計
３２
点
の
品
が
、
応
援
者
ま
で
含

め
た
３２
名
全
員
に
当
た
り
、
小
予
算
な
が
ら

冠
ど
お
り
の
楽
し
い
抽
選
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
、
「
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
健
康
づ
く
り
」
は
、
み
ん

←藪本さんチーム。白石さ

んのレシーブは…決まっ

たのか！？珍プレー好プ

レーで会場は大賑わい！ 

５月１７日（火）、公民

館外庭において本年度第

１回目の花苗の植え付け

作業を行いました。すでに

花壇の周りにはガザニア

が花をつけていますが、今

回は花壇の中心部とプラ

ンターに３種類３００本

←花づくりに欠かせない、

土づくり。堆肥施設でで

きた堆肥を土と混ぜ合

わせる作業です。上野会

長を中心に、児童たちも

手際よく作業を行いま

した。 

な
の
笑
顔
と
汗
で
達
成

で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
外
は
小

雨
が
ふ
る
天
候
で
し
た

が
、
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
選
手
の
皆

さ
ま
、
応
援
者
の
皆
さ

ま
、
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ま
た
、
来
年

も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

→全勝で優勝した、白石

和彦さんチーム！チー

ムメンバーは、桁山夫

妻、佃恵美子さん、小出

校長先生でした！ 

↑準優勝の中村敬司さんチーム！ ↑鬼海敬三さんチームは三位！ 

★
最
後
に
今
大
会
の
成
績
は
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

優 
勝 

 
 

白
石
和
彦
さ
ん
チ
ー
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

準
優
勝 

 
 

中
村
敬
司
さ
ん
チ
ー
ム 

 

三 

位 
   
鬼
海
敬
三
さ
ん
チ
ー
ム 

 

で
し
た
。 

ご
協
力
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【
鬼
海
広
明
】 

↑プランターへの植え付け作業中。

国道沿いがフラワーロードへ 

生まれ変わる？！ 
 ５月８日（日）、大江お

万ヶ池公園でジャガジャ

ガ祭恒例イベントのグラ

ウンドゴルフ大会が開催

されました。総勢 27 チ

ーム、181 名の参加者の

内、下田南地区からは５

チーム、34 名が参加。

個人順位では入賞となる

10 位以内に 3 名の方が

入るという嬉しい結果と

なりました！ 

 

入賞は・・・（181 名中） 
１位…白石謙二さん 
  （小田床チーム） 
２位…若松米雄さん 
  （若松チーム） 
７位…長尾稲香さん 
  （若松チーム） 
でした！ 
素晴らしい結果です！ 
  おめでとうございました！ 



 

平
成
２３
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
ま
す
石
松

徹
で
す
。
日
頃
よ
り
地
域
の
皆
様
に
は
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
を
代
表
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
先
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
の
中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
廃
品
回
収

昭
和
５０
年
、
３
月
に
大
江
中
学
校
を
卒
業
し

て
以
来
、
天
草
町
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
の
頃
、

西
海
岸
に
沈
む
美
し
い
夕
陽
を
眺
め
な
が
ら
、
自

ら
の
未
来
へ
の
志
を
立
て
な
が
ら
、
夢
あ
る
中
学

時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
指
導
し
て
く
れ

た
恩
師
が
、
こ
こ
下
田
南
の
出
身
の
岩
崎
伸
治
先

生
（
元
苓
北
中
学
校
長
）
で
す
。
そ
し
て
、
今
、

私
が
小
田
床
の
海
岸
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
な
が
ら
、

西
海
岸
に
沈
む
夕
陽
に
、
明
日
へ
の
希
望
を
抱
き

な
が
ら
、
下
田
南
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来

へ
の
夢
や
希
望
を
叶
え
る
た
め
に
こ
の
学
校
に

赴
任
し
て
き
ま
し
た
。
天
草
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
教
育
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

偶
然
に
し
て
は
あ
ま
り
に
も
素
敵
な
巡
り
合
わ

せ
で
す
。
私
の
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
１０
人

の
学
校
か
ら
１００
の
力
を
発
信
！
」
（
意
外
な
こ

と
が
で
き
る
自
分
づ
く
り
・
自
分
の
よ
さ
再
発

見
・
今
ま
で
と
違
う
自
分
探
し
の
旅
）
で
す
。
１０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮

し
、
汗
だ
く
で
躍
動
し
、
輝
く
姿
に
な
る
よ
う
に

「
学
校
と
家
庭
と
地
域
」
で
支
援
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援
・
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

【
小
出
廣
久
】 
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下田南のデータ・・・106世帯（男94、女139人）高齢化率（65歳以上）88人 37.8％（平成23年5月31日現在） 

 

へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

児
童
、
保
護
者

共
に
限
ら
れ
た
人

数
で
あ
り
、
下
田

南
小
と
し
て
活
動

す
る
期
間
も
残
り

少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
持
ち
前
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

よ
さ
で
精
一
杯
頑

張
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後

と
も
引
き
続
き
ご

支
援
・
ご
指
導
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【
石
松 

徹
】 

↑ 廃品回収後、笑顔で記念撮影！ 

 

 
①股野梨江子（学

校主事） 
②天草町大江 
③窯元めぐり・ド

ライブ・バレー
ボール 

④児童・職員と少ないですが、何事
にもチャレンジしたいと思って
います。地域の方々との交流の場
に参加して、色々と勉強やいい経
験ができたらと思います。 

⑤笑顔？！ 

  

  

①松本隼人（学習
指導補助教員） 

②五和町御領 
③野球観戦・除草

作業 
④自分自身が陸

上競技に精通
していたこともあり、今年度は全
員のマラソン大会の記録が大幅
にぬり替えられるよう、指導を頑
張ります。あと草刈りも。 

⑤くせ毛・肌の黒さ 
 

①小出廣久（校長）  
②天草町大江（天主

堂の下） 
③ジョギング・ソフ

トテニス・サウナ 
 
 

④十人の学校だからこそできる教
育活動、教育の枠からはみだした
学校教育 

⑤日焼けした笑顔 
 

①福本優子（学習
指導補助教員） 

②牛深 
③パソコン・バス

ケットボール 

④子どもたちのように上手に一輪車
に乗れるようになりたいです。小
学生の時は乗れてたはずなのに… 

⑤父から継承された、低くてぴっし
ゃげた鼻です。 

 

①林田祐樹（事務
補助） 

②天草町大江 
③野球・ソフトテ

ニス 
④子ども達が自分の学校はとても

キレイだと思えるような環境を
作りたい。 

⑤ウォーターベッドのようなお腹 
 

 
①名前（職名）

②先生のふる 

 さとは？ 

③趣味・特技 

 ④南小でやってみたいことは？ 

⑤先生のチャームポイントは？ 



※鬼海生典さんのボランティア体験記の原文はもっと長文です。上記については、若干割愛させていただいております。全文については、今後、振興会HPに掲載予定です。 

                              

                              

                              

             

先
日
、
天
中
の
運
動
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
南
小
出

身
の
４
人
も
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
お
り
、
感
動
し
ま
し

た
。
応
援
団
で
は
、
天
中
み
ん
な
で
東
北
の
方
々
、
さ
ら

に
は
日
本
を
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
大
き
く
日
本
全
体
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る

人
に
な
っ
て
お
り
、
感
無
量
で
す
。
家
庭
は
小
さ
な
共
同

体
で
す
が
、
さ
ら
に
下
田
南
と
い
う
共
同
体
、
天
草
、
熊

本
、
そ
し
て
日
本
、
世
界
中
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
時
だ
と

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
下
田
南
の
校
長
住
宅
に
新
し
く
枦
宇
土
小
の
松

岡
里
益
校
長
が
入
ら
れ
ま
し
た
。
南
小
の
準
会
員
に
も
な

っ
て
く
だ
さ
り
、
除
草
作
業
な
ど
積
極
的
に
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
て
、
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
魚
釣
り
な
ど
好
奇

心
旺
盛
な
先
生
で
す
。
下
田
南
の
新
し
い
仲
間
と
し
て
、

皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。【
鬼
海
由
美
子
】 
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下
田
南
小
学
校
校
長
住
宅
に
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
松
岡
里
益
（
ま
つ
お
か
の
り
よ
し
）

と
申
し
ま
す
。
出
身
は
球
磨
の
多
良
木
町
で
す
。

叔
母
が
、
楠
浦
に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
子

ど
も
の
頃
は
よ
く
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。 

 

職
場
は
枦
宇
土
小
学
校
で
す
。
通
勤
距
離
は

あ
り
ま
す
が
、
毎
日
、
西
海
岸
の
絶
景
を
楽
し

み
な
が
ら
通
勤
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

４
月
に
下
田
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
わ
け
で

す
が
、
地
域
の
方
々
の
優
し
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
日
々
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
で
き
る
限
り
、
地
域
の
行
事
等
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
せ
っ
か
く
天
草
に
来
ま
し
た
の

で
魚
釣
り
を
覚
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

な
た
か
師
匠
に
な
っ
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

有
り
難
い
で
す
。 

 
 

 
 

 

【
松
岡
里
益
】 

 

３月１１日に発生した東日本大震災。テレビでは連日現地からの痛ましいレポート。インタビューの中で、ある市長さんが「ボランティアが足り

ない」と、その一言に私は「被災者のために何か少しでも役にたちたい」その一心からのスタートであった。早速、インターネットでボランティア

情報を調べると、岩手県社会福祉協議会の主催で盛岡市内から被災地にボランティアバス（ボラバス）が出ることがわかった。 

４月１２日の午後に熊本を出発し、翌朝６時前に岩手県盛岡市に到着した。そこに同じ志を持った約８０名が集まり、バス２台で太平洋沿岸宮古

市の南に位置する「山田町」を目指した。３時間後、ボランティアセンターに到着。現地の被災状況の説明を受け、班ごとに打ち合わせを行い、活

動を開始した。初日は民宿の後片付け作業。民宿といっても基礎部分を残して、建物は５０ｍほど先の斜面に横たわっており、一帯には皿やコップ

の破片、タンスなどありとあらゆる物が散乱し、足の踏み場もないぐらいであった。その中で使えるものや廃棄するものを分別し、片付ける地道な

作業を行った。夕刻、作業も終わりとなり、泥の中から出てきた郵便物やアルバム写真など思い出の品々を家主さんに渡すと、おばちゃんが疲れき

った顔から涙ながらに「ありがとう。民宿は再開できるかわからないけど、もし再開できたら遊びに来て」という話に一同ジーンとなった。私自身

も「被災された方のために役にたてた」心からそう思えた最初の時でもあった。 

それから１０日間続けて、盛岡から毎日片道３時間かけてボラバスで山田町に通った。ボランティアの要請は水族館内の泥搬出や道路沿いの美化

作業、救援物資の仕分けなどほぼ毎日変わる。慣れない作業に、帰りのバスの中ではクタクタになって寝て帰る毎日だった。そのような日々の中で、

私が一番心に残ったのは山田北小学校の校庭復旧作業であった。小学校は海から１ｋｍほどの場所にあり、校舎は浸水を免れたものの、段下の校庭

には住宅や車などのがれき、そしてヘドロの山と化していたそうだ。その後、自衛隊により大きながれきの撤去までは行われていたが、ヘドロやガ

ラスなどの破片はそのまま放置されたままで、児童たちは始業式もできずにいた。体育館は避難所となっており、子どもたちが安全に遊べ、ストレ

ス発散のために走り回れる場所もない。「任せてください。子どもたちのため頑張ります！」と言ったものの、その作業は過酷そのものであった。

広い校庭を地道に角スコップで表土を削り、一輪車で廃土していく作業。２班１０人での地道な作業に疲労困ぱい、なかなかペースもあがらなかっ

た。班長を任されていた私はかなり焦っていた。このままのペースではとうてい始業式には間に合わない。いろいろな思いが頭の中を駆け巡る中で、

追い込まれるようにボランティアセンターの担当者に電話し増員要請をした。事情を説明するも難色を示したため、「とにかく現場を見に来てく

れ！」と必死に伝えた。現場で担当者に状況を説明し、メンバー全員で熱い思いを伝えた。その思いが伝わり、翌日からバス１台４０名すべてをこ

の現場に配置してくれることになった。心から安堵した。「これでどうにかなる」と。 

 それから３日間その体制が続き、作業はほぼ順調に進んだ。最終日は雨の中での作業で、一輪車が押してもぬかるみの中に沈んでなかなか進まな

い苦労もあったが、始業式前日に５日間にわたる復旧作業は無事に終了した。作業終了後、校長先生が「ありがとうございました。これで子どもた

ちを迎える準備が整いました。子どもたちの笑顔が目に浮かびます。」と、今までに見せなかった笑顔で話をしてくれた。実は被災当日、病気のた

め自宅で静養していた児童２名が亡くなっていた。それにもかかわらず、校長先

生の気丈な振舞いに、我々メンバーの中には感極まり涙している者もいた。 

今回のボランティア活動では被災地の悲惨な光景に加え、テレビには映らない、

異臭、ほこりなどを含めて五感すべてで現地を感じてきた。確かに最初は自己満

足の感もあったかもしれない。しかし、被災地の皆さんの厳しい状況下でも必死

に生きようとする姿を見て、日が経つごとに自分の中に生まれて初めて心から「人

の役に立ちたい」というボランティア精神が着実に培われたとともに、自分の中

にある人生観にも変化が生じた転機ともなった。 

「神は乗り越えられない試練は与えない。まず一歩前へ！」これは、私が現地

の伝言板に残してきた言葉である。心から被災地の復興を願うとともに、遠くに

離れていても気持ちは一つに前に進んでいきたいと自らに誓い、言い聞かせた言

葉だった。                         【鬼海生典】 

 

  

平
成
２０
年
度
か
ら
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
上
野
寛
利
さ
ん
が
、
４
月
２８
日
に
一
身
上

の
都
合
で
辞
任
届
を
提
出
さ
れ
、
５
月
１８
日
の
役

員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
振

興
会
を
力
強
く
牽
引
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
振

興
会
一
同
敬
意
を
払
い
ま
す
。
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。
今
年
度
は
、
中
村
敬
司
副
会
長
と
宇
土
真

紀
子
副
会
長
が
会
長
職
代
行
と
な
り
ま
す
。 


